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古典ギリシア語の構文論研究 (2)

竹島俊之

1.筆者は『古典ギリシア語の人称表現の実体~ 1)の中で「人称代名詞の主格は

義務規則として用いてはならない、従って動詞の位置に基づいて定動詞句を分

類すると、必然的に定動詞で始まる F(+)、定動詞で終る F(ー)、定動詞が中間に

位置する F(+)mの三つに分類することができる。たとえば

F(+) Q血豆包 SeτOLayλαa SOJpa (オデユツセイア第 4巻 589)

君に立派な贈物をあげよう

F(+)m OOL rrpoτEQφ 宣生立盆XPUULOvaλELUOV オデユツセイア第 3巻 50)

君に真っ先に金の杯を献じよう

F(・) τp.c p.ev oi伝辺盆
彼女たちを彼に贈ろう

(イーリアス第 9巻 130

さらにこの(+)は有標の語順、(一)は無標の語I1頃を意味するJと主張した。こ

の主張はその後の私自身の研究において揺るぎないものとなり、ギリシャ語の

構文を記述する上で核心となるものであることを確信した。これらの研究をこ

こでまとめて提示しておきたい。この論文中で KaL、dλλdという接続詞は語

順にはまったく影響を与えず、また疑問詞、関係代名詞も印欧語の特徴として

定動詞句頭にくるので、以下の分析表では語I1頂には影響を与えないものとして

表示する。

また否定辞は原則的には動詞の直前に置かれる。たとえば次の例のように。

O St・Iηuo'UcanOKQLULV旦立2主主主盆主主主 auτφ.(ヨハネ伝 19.9)
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イエスは彼に答えを与えなかった

そこで分析の表記上は動詞に含まれているものとして扱う。もちろんこれは

表記上そうするだけで、否定辞と動詞がそれぞれ独立した項を形成することは

自明のことである。次の例では否定辞がまず発話され、その後 F(ー)で定動詞句

が形成されたと分析できる。

g立1s.Eyw uμ&ζτouc 6φoeKαtEeλeEauny; ヨハネ伝 6，70)

私があなた方を十二人の使徒として選んだのではなかったか?

旦立x.uμeicp.c t.EeAEEαa9e_ ヨハネ伝 15，16)

君たちが私を選んだのではない

否定辞が最初に発話され、その後にいくつかの F(+)の定動詞句が発話される

例としては次の文を挙げておこう。

Eavy主盟主主的 τaicXCPSLVωτou吋 v叫 πOVτφv可λωv

KaL BaA旦τOV6aKτυλOV p.ou dc吋 V'tψπOVτφv可λωv

Eαi佳品2p.ou吋VxciQαdcτ内VsAcupavωτOU， ou 同

stOτcuaω， (ヨハネ伝 20，25)

もし私が彼の手に釘のあとを見、私の指をその釘のあとに入れ、

私の手を彼の脇腹に入れなければ私は決して信用しないぞ

2，まず、ヨハネ伝第 4章の 1節から 30節までを分析しておこう。この分析の

中でテーマは Themeで表示する 2) 。 定動詞は F、分詞句は P、不定詞句

はI、高IJ詞は Advで表示する。また名詞は N、形容詞は Aで、属格は Gで表示

し、それらの修飾関係を括弧で表示する。さらに分詞句、不定詞句、名詞節を

補語とする動詞 catenativverb連鎖詞を Caで表示し、この連鎖詞が補語とす

る動詞句の前に発話される場合を Ca(+)、補語とする動詞句の後に発話される

場合を Ca(ー)で表示する。

Dc ouv Eyvw O 1Tjaouc 

6τLJ'i玉虫JaavOlφαptOaLOl 

6τl1ηaouc sAEiovαc p.a9I}'tac豆旦旦L

【A + N) 
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盛五並立互旦忌主，

dλλ， oi pa8qταi auτOU. 
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ouτos 

担旦主 OXtw'toS; 

30 el;品主主EK吋SrroλEωs 

Kal担担旦旦rrposωτov.

3.存在文

fur.lie hei rrqy内τou1α凶 s.6 
そこにはヤコプの泉があった

R (+) 

Neg 

くTheme
F (+) 

F (+) 

F (+) 

存在文において多くの場合に eiμi動詞が句頭に位置することについてはト

ウキュディデス『歴史』の用例を分析した「古典ギリシア語の構造についての

一考察j という論文の中で証明した 3)。

fur. lieα0τゐvKaL emoliaopoS rrpoτepov Ev 'tn y官τω'tn 0，12，3) 

この地には以前に彼らの一部族がいた。

この論文では定動詞が句頭に位置する文脈を検討するために「指揮者は誰某

である J、「誰某が指揮をした J という表現に使用される

内yeio9at，apxetv，o'tp町内youvという動詞の用例を分析し、これらの動詞が使わ

れる用例においても匂頭に位置することが多いことを指摘し、それを「行為の

主体が新しい情報である」という観点から説明した川。

aヱ金主主主立lieauτφv 60tωταPXOuvτes I1u9ayyeλosτouφuAEIliou KaL 
d.tEprropos o Ovqτoptliou ( n ，33，1) 

彼らの指揮者はポイオティア同盟執政官であったピュレイダースの子

ピュータンゲロスと~であった。

4. V+O+S構文

主位旦主ω吋 o1qoous.7イエスは彼女に言う

目的語を含む定動詞句の後に動詞の行為の主体である 3人称単数と同格に置
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かれる主語が最後に置かれるこの構文をこの言語では基本構文と捉えるこ止が

て事きる。

話ヱ旦lo¥ivαUtφ内yuv内角 Eαp.aplns.9

サマリアの女が彼に言う

AEYCl auτφ 内yuv内.11，19，25 

その女は彼に言う

これは 1984年版のルグー訳聖書では次のようになっている。

Spricht zu ihm die Frau. II 

Die Frau spricht zu ihm. 19 

Spricht die Frau zu ihm. 25 

同じ定動詞句が、それぞれの個所で違った語)1頂で翻訳されている点が興味深

い。そして 11はまさに原典そのままの語順である。これはドイツ語を母国語

としているノレターがギリシャ語を学ぶさいに V+O+Sを基本橋文として捉えて

おり、そのままの語順でも当時のドイツ語として文法的に許される語版であっ

たことを証明すると思われる。

並旦主rrposαuτδv内yuv内15

話ヱ弘ωτ百oll}oouS.17，21，26

血血立ouv吋vuSpiavω吋吋 yuv内28

ところで、その女は水瓶を置き去りにして

5. V+S構文

動詞が呂的語をとらない場合でも、主語が動詞の後に発話~れる構支や某本

構文と捉えることができるの

主主主主~ o ll}oouS 1 イヱスは知った

主主OUO旦主olφaptOaiOl1ノ号リサイ人たちは開いた

包X旦旦yuv1)EK ，;fjs l:ap.αpeiαS7女がサマリアから来る

盆旦主主阜迫.n.1司oous10、13イエスは答えた

金互主主単皇.n.内 yuv内.17女が答えた

ill虫色φpa21、23時が来る

ih日v主主fUJ.EKelVOS 25その人が来るときに

Eni.τo{ncp主主旦旦yol p.a9l}τal au，;ou 27この時に彼の弟子たちがきた

'
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これが基本橋文であることを明示するために、指示代名詞、人称代名詞の主

格が主語として使われているヨハネ伝6章からの例を提示しておこう。

lva忽主主旦旦yOU.tdt 6 
この人たちが食べるために

lva nwτeuoI}'te eiS OV !I旦担主主込主主EKeivoS.29

あの方が遣わした人を信じるように

τl ouv !!旦盟ls.OV oI}l1eiov. 30 

しるしとして何をなさいますか

ロゐg也主盟旦ot>'tos1I11iv Bouvat吋voapKaωτou 52 

どうしてこの人は自分の肉をわたしたちに与えることができるのか

次の一見奇妙な印象を与える Iフィリッポスは来てj以下の文も行為の主体

が新情報であるときにはまず動詞を発話しなければならないから、という特別

な条件を設定しなくても V+Sを基本橋文と考えることで、簡単に説明がつけら

れると思う。

ouτOt ouv nρosfJλ80vφzλinncpτφimo BI}8oaiBaτ有sraAtλaias Kαi内pφτωv

auτδvλEyovτes. KUpte. 8uo11ev 'tδv 1I}oouV l6eiv. Epxe't旦主δφtAinnosKαi 

A臼旦時 AvBpÉ~. 包xn但 AvBpéas Kaiφiλtnnos KaiλEYOUOLτφII}oou. 

{ヨハネ伝 12，21-22)

かれらはガリラヤのベーツアイダ出身のフィリッポスのところに来て、頼ん

で言う、「ご主人、わたしたちはイエス様に会いたいのですれフィリッポスは

来て、アンドレアに言う。アンドレアは来る、そしてフィリッポスが、そして

かれらはイエスに言う。

次の文でも行為の主体が人称表現で表されるとき、強調される時以外は、行

為者はこの言語では動詞で表現されることが明示されている。

U11eiSψωveI'tE 11e. O 6も6aoKαλos.Kai O KUPLOS. Kai KaAws Aeye'tE. 

註且iyap. (ヨハネ伝 13，13)

あなた方は私を先生、主と呼ぶ。正しく言っている。私はそうだから。

ヮ“ヮ“



P内KUlOU EKτφV llu9I}'Lφvei τOU avp9φnouτouτou;λEYCl EKeLVOS. 

OUK ciill. (ヨハネ伝 18，17)

あなたもこの人の弟子ではないのか? 彼は言う。私は違います。

'Hv oe 1:illωvIHτpOs EO'LWS KUL 9cPllUtvOllcvoS. einov ouv uu9φ.11内

KUl豆立 EK'Lゐvllu9I}τゐVUU'LOU cl.:内pv前日τoEKcivoS KUl ctncv. OUK 

豆叫.(ヨハネ 18，25)

シモン ペトロスが立って、暖まっていた。彼らは彼に言った。

あなたも弟子の一人ではないのか? 彼は言った。 私は違います。

ancKpi9I} o IItλenos. o iliill!笠旦，Y1ヱ息旦笠旦・ (ヨハネ伝 19，22)

ピラトは答えた、私が書いたものは、私が書いたのだ。

6.人称代名詞の主格について

6.1.筆者は「ゴート語の統語構造の特性について」引の論文でゴート語では人

材、代名詞の主格は古典ギリシャ語、現代ギりシャ語とまったく同様に強調され

る以外には使用されないことを指摘した。さらに 830年頃の古高地ドイツ語

の文献 TatiaすHn を分析した論文“ Wie hat 自ich die passivische 

Ausdrucksweise vom Gottischen bis zum Althochdeutschen in der 

germanischen Sprache verandert?" 6) において、語頭アクセントを特徴とす

るグノレマン語では語尾が殴味になったためにその語尾で表されていた時制関係

が複合時前jによって、および人称関係が人称代名詞主格を用いて表されるよう

になったその歴史的過程を実証的に証明した。

taruh qaT imma Tomas: frauja， ni ~斗盟 6 aT巴旦足立， jah fi aiwa !!!坦坦

tana wig 】wnnan?(]. 14，5) 

Tho quad imo Thomas:trohtin，辿江 ni盟主盟主立 uuara也旦主且三， inti 

vvuo !!!旦且旦旦旦旦i工 thenuuec uuizzan? (T. 162，2) 

Spricht zu ihm Thomas: Herr，豆i主主主呈皇旦 nicht，wo盆旦且且ggh旦主:und

wie単旦旦豆旦豆irden Weg wissen ? 

トーマスは彼に言う、主よ、どこへいらっしゃるのですか? どうしたら

その道を知ることができるのですか?

。39臼



ゴート語において witum，gaggis， magumと定動詞だけで、人称関係が表示

されていた言語において、わずか4世紀後の同じゲルマン語の文献では uuir

uuizumes， thu feris， mugun uuirと人称代名詞主格によってそれが表示さて

いる。しかもその人材、代名詞主格の形式は現代ドイツ語の wir，duとまったく

変わっていないのである。

そして人材、代名詞主格を用いない古典ギリシャ語では当然ながら動詞Vで始

まる定動詞句が基本形である。

6.2. ヨハネ伝4章 1-30節では次の表現が取り出せる。

鈍~些吋v louSa(av 3 

彼はユダヤの地を離れた

Eαt arrn主旦evlICiAW els l内vraAua{αv3 

そして彼はふたたびガリライアの地へと立ち去った

包担盟主ouveis noA1v吋sEallQPe(as 5 

彼はサマリアの町に来る

たつ

引

昌

吉

田

・
明
日

-v
』

山

女
一
一
一
彼

E
一
キ
品

l

l

 

t
彼

民担主α0τ百16

彼は彼女に言う

昌弘色主 tKτiisnOAcωS 30 

彼らは町から出ていった

担担担金nposau吋 v30 

彼らは彼の所へ出かけていった

7連鎖詞

7.1.1.筆者は「ギリシヤ語の連鎖詞の研究(1)J 7)の中で、『イーリアス』、

『オデュッセイア』、トゥキュディデス『歴史』、へロドトス『歴史』、ソフォク

レス『悲劇IJ~を資料として、「望む J 、『欲する J などを意味する

BouAca8at，t8EAcwというこっの連鎖詞とそれが支配する不定詞句の構文を分
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析して次のような数量調査の結果を得た。

構造式 Ca(+)I(ー) Ca(+)I(+) Ca(一)I(ー) Ca(ー)1(+)I 
イーリアス 8 1 1 O 

オデュッセイア 11 6 。 O 

ソフォクレス 10 3 5 2 

ヘロドトス 73 26 8 3 

トゥキュディデス 132 35 3 2 

7.1.2.構造式 Ca(+)・I(・)

これはまず連鎖詞を発話し、その後に不定詞句が発話される構文である。そ

してその不定詞句においては動詞は最後に発話される。すなわち現代ドイツ語

の話法の助動詞構文と同じ構文である。古典ギリシャ語では不定詞句を支配す

る連鎖詞は現代ドイツ語の話法の助動詞のようにすべて ZUのつかない、裸の

不定詞句を支配する。このことから言えることは、 ドイツ諮の話法の助動詞は

使用頻度が高いために、 zuを付加して不定詞句を表示しない古い用法が残った

ということである。そして英文法、ドイツ語文法を記述した学者たちは、話し

手が聞き手に対して情報内容を特定したり、判断、気持ちなどを伝える連鎖詞

は、言語の構文を分析する上で重要な動詞であることを経験的に知っていたか

らこそ、旬、 zuのつかない不定詞句を支配する動詞をとくにとり出して、古典

文法にはない、助動詞という一つの文法項目を立てたのだと思われる。事実ド

イツ語はこの話法の助動詞の用法を学ぶことによって、普通、複雑な、しかし

一定の構文規則によって形成されている文を読んでいく上で重要なこの連鎖詞

の使い方がわずか一回か二回の授業を受けただけで誰もが簡単に学習できるよ

うになっている。

h品単凶yB・avEyφye 

KaL aAyEa noAAa p.oy向。asolKa:Beピ品皇盟主位Kalvoonp.ov ijp.日p

盗t豆皇旦主・(オデュッセイア第 3巻 233-234) 

たとえ多くの困難に遭おうとも、家に帰り、帰国の日を見る

ことを私は望むだろう。

7.1.3. 構造式 Ca(+)・1(+)

これはまず連鎖詞が発話され、次に不定詞句が発話されるのであるが、その

不定詞句では動詞が最初に位置している構文である。すなわち、現代英語の助

戸
同
U
9
H
 



動詞構文と同じ構文である。

些些Aov't立

話邑盟主τancpLτiis M山内τou トゥキュディデス 8.26.2)

彼らはミレトスの状況を知りたいと思って

7.1.4. 構造式 Ca(ー}・1(ー〉

これは動詞が最後に位置する不定詞句がまず発話され、次にそれを支配する

連鎖詞が発話される構文である。これは日本語の連鎖詞と補文の関係、と同じで

ある。しかし、この構文は次の構文と同様、数量調査の結果が示しているよう

に、古典ギリシャ諾ではあくまでも例外であり、連鎖詞の構文に関しては、英

語、およびドイツ語と同じと考えておいてよいのである。

KaL EntτaSλOLIIaS t且旦Q.l'lQ旦主

色込血盟邑(トゥキュディデス 7.53.4)

残りの船にも火をつけようとして

7.1.5. 構造式 Ca(ー)・1(+)

これは連鎖詞は不定詞勾の後に発話され、その不定詞句においては動詞が最

初に位置する構文である。

主話豆旦立皇旦主τf]sロpoo6eSouλOsuvIJ.S 

h品血立旦{ヘロドトス 4.118心

先の隷従の恨みを晴らしたいと思って

7.1.6.そしてこの論文では、 souAEo6'tat，e6eλetvと不定詞句の関係は現代ドイ

ツ語、および現代英語の助動詞構文と同じ構文、すなわち連鎖調をまず発話し、

その後に補文が発話される構文を基本的構文として捉えることができる。さら

にそれを基本として把握しておけば、少数の用例に見いだせる他の構文も抵抗

なく理解できることを主張した。

7.2. r古典ギリシャ語の統語論上および構文論上の特性について-SoKelvr-

と恩われるj の用例の分析に基づいてーJ8) という論文では SOKelVという連

鎖詞と不定詞句の関係を『イーリアス』、『オデュッセイア』、ソフォクレス『悲

劇』、へロドトス『歴史』、トゥキュディデス『歴史』を資料として調べ、当然

RL0 
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ながら同じ結論を得た。

「古典ギリシャ語の構文論研究ーポリュピオス『歴史』における OUl1BaLVCW

の用例の分析にもとづいて」引ではポリュピオス『歴史』第 1巻~第 3巻を資

料として、 OU116aLVCWr ~という結果になったJ という連鎖詞と不定詞句の関

係を調べ、同じ結論を得た。

7.3. ヨハネ伝 4 章 1~30 節では次の用例が見いだされる。

DS OUV Iヱ主旦 OlIJ.oouS 

on担旦辺位。iφapwai01

6τ11IJ.oouS nλeLOVOS l1a8IJ.'tas !!旦些l

KOL BamL!:旦

ii1ωavvIJ.S 1 

イエスはパリサイ人たちがイエスがヨハネより多くの

弟子をつくっていると聞いたと知ったとき

主主主8e

auτδv 

&担足盛旦主 Iha吋SEal1apeLαS 4 

彼はサマリア地方を通らねばならなかった。
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叫旦ls.

ユダヤ人であるのになぜ私に水を下さいというのか

KaλゐSetrr旦s

on av8pa OUK包.@. 17 

夫はいませんなどと、よく言うよ

KUL up.eIS 

話旦旦

on Ev lcpoaoλU1101S 

円

iワ臼



担旦主dτosOS 

6ロousO口口Kuvelv

色1. 21 

そしてあなた方は言う、イエ/レサレムには祈らねば

ならない場所があると

Eαi並旦立国色ヱ

on pe吋 yuVatKOS込盆旦・

そして彼が女性と話をしているのに驚いた。

これらの例文から主張できることは、話し手が聞き手に対して主観的に情報

内容を特定する連鎖詞が補文より発話されるということである。

8.未来表現

8.1 筆者は「古典ギリシア誇における未来時制についての一考察J10)におい

て

『イーリアス』第 1巻-12巻、『オデュッセイア』全巻、クセノフォン『アナ

パシス』を資料として未来表現の用例を分析して、次の結論を得た。

未来時制は、過去 ー 現在 一未来という客観的な時間段階を表している

のではなく、話し手の叙法を表している。その叙法は各人称ごとに次のような

意味をもって現れる 11)。

1人称単数:話し手の意志

τOUτo SeτOtW主op' ave(peat tiSt peταλλ宇S (オデュッセイア第 7巻 243)

それだから、お尋ねあったことだけをお話ししよう

1人称複数:話し手の意志

。oiSe， yEpov 9ω内vEst9加 ouey オデュツセイア第 2巻 192}
おまえにはな、爺さん、罰金を科してやろう

:話し手の勧誘

dλλ， aye't' EK cpAOCP[Os01O豆旦血豆旦且旦y..to9λOV halpov (イーリアス第 5巻 469)

だから、さあ、みんなして、戦いの騒ぎの中から勇敢な

仲間を救い出してやろう
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:話し手の推量

ou yap (n  TpOLI1V必凶旦盟主 cupuayutov(イーリアス第 9巻 28)

道幅広いトロイアをわれわれはもはや攻め取る

ことはできないだろうから

2人称 :話し手の意志、要求

Beonovtov pEv npφ叩且泊旦旦EvllcyapototVオデュッセイア第 7巻 53)

館の中ではまず女王に会おうよ

:脅迫

全車旦旦主

~pt poλ. 'EAλl1onovτov En' iX8uocv，;0 nAtouoas 

vfjas EllaS. (イーリアス第 9巻 361)

その時こそ見るだろうよ、朝早く、魚の泳ぐへレスポントス

におれの船が帆を馳せてゆくのを

:運命の告示 12)

内ousB内KOLpaλλov uncppcvta KpOVLωvo 

昼単豆旦.1.al K' E8EAl108a 80φnts noτVtu "HpI1 

δAλψV，;' Apyciωv nouλUV 0τpoτovaixpατaωv (イーリアス第 8巻 470)

もし望みとあらば見るだろうよ、牡牛の限をした

へ]レー女神よ、権勢並ぶ者のないクロノスの子が

アルゴス方の、検をとっては強者どもの、おびた

だしい軍勢を滅ぼすところを、

3人称 :推量

aλλαBe BaipCilv fi血豆旦旦主 (オデュッセイア第 2巻 134)

神はそれに輸をかけた禍を下し給うだろう。

:話し手の意志

ouBe yu吋 rroBαg盆型旦旦 (オデユツセイア第 19巻 356)

どんな女性も私の足に触らないように

8.2 r現代ギリシャ諾の瞬時態未来と継続態未来についての一孝察J13)では同じ
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資料の現代ギリシャ語訳を利用して現代ギリシャ語について研究調査をして、

同じ結論を得た。

英文法の時制についての記述は普遍性をもっているのであるが、その普遍性

l士英文法を記述した学者たちが徹底した古典語教育を受けていたために得られ

たと推測される。すなわち、自分たちの言語で書かれた、みるべき古典をもた

ず、自分たちの言語を不完全な、未開人の言語と考えていた人たちにとって、

尊敬すべき古典語の未来形の用法が自分たちの言語にも備わっていることを発

見したときの驚きと喜びはさぞ大きかったことと恩われる。

日本語の「ウJによる未来表現でも同じことが主張できる。時制体系は幼児

が幼稚園にあがる前に大体習得していると考えられるのであるが、幼児の言葉

を観察すると、すぐにそれが見いだされる。

1人称:話し手の意志

「枯れ木に花を咲かせましょ之J

2人称:話し手の強要

「お母ちゃん、 このおもちゃ買ってよ.2J

3人称:話し手の推量

「明日は雨でしょ.2J

(現在完了形でも同じことが言える。隣のおばさんが訪ねて来て、幼児に「お

母ちゃんは?Jと聞くと、幼児は「かいものにいっちよる j と答える。この「い

っちよる」というのはまさに現在完了表現ではなかろうか。あるいは「ほら、

そこにお金が落ちているJという表現もまさに過去の行為が現在も継続してい

る現在完了表現ではなかろうか。)

8.3.この論文で分析しているヨハネ伝のこの個所では次のような未来表現が見

いだされる。

1人称

τou u6aτOS ou Eyw ~血豆aαv'tる 14

tδ 古EωpδE血豆旦α0τφ

私が彼にあげよう水

2人称
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tpxc'tαt wpαa'tc ou'tc EvτφOPCtτouτ与)0凸τcEv lcpoooλuPOtS 
HOOOKUV1IOC'tEτφnaτpi. 21 

あなた方が、この山でもイエ/レサレムでも父に祈らないだろう時が来る

3人称

nas o nivωV EK 'tou ii6aτOS 'tou'tou色辺立立m.....naAw.13

この水を飲む人は皆ふたたび渇くだろう。

a1λa 'to tiliωpδ5φoωauτφ 草壁担旦旦Evau時 nIlYT]u6ατos aAλopEVOU 

ets~ω内vatφVtov. 14 

私が彼に与えよう水は彼の中で永遠のいのちへと送る水の泉となるだろう

δτc ol aλIlEhvoi npooKvl}ταinOOOKV泊。OUOtVτφnaτpiEv nvcupa'tt Kαi 

αλIleEl~. ~::J 

真の礼拝者は霊と真理において祈るだろう

生盟主E註1TIJliv anav'ta. 25 

彼はすべてを私たちに知らせるでしょう。

8.4.英語以外のさまざまな言語の入門書の未来表現の説明は、非常に不十分で

あると指摘できるの話し手が自分の意志をどのようにして言い表すのか、言語

学習の最初の段階で適切に説明しておかなければ、その言語の世界に抵抗なく

入っていくことはできないと私は考える。なぜなら文学作品の中で未来表現が

最も頻繁に現れるのは、当然のことであるが、会話の中においてであり、との

ことからも未来時制が「話し手の意志j を表明している、あるいは「話し手の

意志j と何らかの関わりがあることが裏付けられるからである。

9.形容詞および属格と被修飾名前の語版

9.1.形容詞(指示代名認、不定代名詞も含める)、属格、分認が被修飾名詞の後に

発話される語j順。

形容詞:内 YUVTJti EaT.αρL't1S 9 サマリアの女がJ、yuvα阻むsl:apαpht60S 9 rサ
マリアの女」、 ds~ω内valφVtov 14 r永遠の命へJ• 

指示代名詞:EKτou u6a'tos 'tou'tou' 13 この水からj、吋出ωP'touτ(} 15 rこ

唱
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の水をj、evτωopet'tOUτω20，21 rこの山でJ

属格 olllα8IJ.τoiQ¥hou 2 r彼の弟子たちJ、els吋vnOAwτtis 1:o110Pe(OS 5 

fサマリアのII!Tにj、τφulφouτou5 彼の弟子にJ、nIJ.YIIτOUloKφ66 

「ヤコプの泉がj、。 vapllo8q'tai autou 8 r彼の弟子たちがJ、吋V

8ωpeav 'toむ8eOulOr神の贈り物をj、τounoτpos均pφv12 rわれわれ

の父j、oluloi α心'tou12 r彼の息子たちj、'tovavSpo oou 16 rあなた

の夫をj、 OL naτEpcs jIllφV 20 r私たちの祖先は」、 τちvuop[av 

a.U'ttiS 28 r自分の努をj

分詞:uoωp ~φíV 10 r生きる水j、τouSωp吋 5φvur生きる水j、前田os

，UAoptvo'u elS ~ω内valφVtOV 14 r永遠の命へと遊る水J

9.2.形容詞などが修飾する名詞の前に発話される語傾

nEvτe yap avSpαS toxeS 18 

お前は五人の男を持ったから

o古KfO'ttV oou aVTIp 18 

彼はあなたの夫ではない

ol aλIJ.8wolロpOOKUVIJ.'tαi23 

真の礼拝者たちは

9.3.古典ギリシャ語の場合は名詞を修飾する形容認、分詞、指示代名詞、不定

代名詞は叙述的な場合に後置され、それらが前置される場合はーつのまとまっ

た概念として表現されている、と言えるかもしれない。たとえば、

Kainavτo Kapnov cpEpov Ka8αtpet auτδLva Kopnov nAeLova cpEP1J. 

(ヨハネ伝 15，2)

実をつけるすべての(校は)もっと多くの突をつける

ようにと(農夫は)それを努定する

O llEvωv Ev Elloi KayωEvauτφoるτos<pEpet Kαpnov noλ1Iv 

tヨハネ伝 15，5)

私の中にとどまり、私も彼の中にとどまる人、その人は多

くの実をもたらす

ワ白内ぺ
υ



f.VτOUτ咋)t Ii0~á0811δ ロα吋P llou， IVu KUpnOV noAuv cptPllτC KUl 

ytVllOtJC Epo[ llUtJllταL (ヨハネ伝 15，8)

この点で私の父は宋光を与えられたのでめる、あなた万がたくさんの

釆実をもたらすようにと、またあなた方が私の弟争になゐよフにと

αpηvαIIηvλEyωUlllV， tαV lll'] O KOKKOSτou oiτou ncowv clSτηv 

yI]V em08avlJ， αirtδS llOVOS llEVCt. iav Se an08avlJ， noλUV KUpnOV 

cpEPCt. ヨハネ伝 12，24) 

まことに、まことにあなた方に言う。穀物の種が地に落ちて死なな

ければそれはそれだけのままである。もし死ねば、多くの実をもた

らす。

1 5，8の文では noAuvr多くのJという形容詞が後置され、 12，24の文ではそ

の形容詞は前置されている。前者の文では「もたらすJという行為の主体が聞

き手である「あなた方jであり、従って 15，2および 15，5.の文と同じように叙述

的な語順が使われている。後者の文では IもたらすJという行為の主体が第三

者であり、|多くの実」全体が一つの概念としてまとめられて提示されている、

という説明になるであろう。たとえばか τ百 tσえの台恥lltp~ ヨハ不信 6，四・ mυ ，

b，44・b，t>4， 11.24 j 12，刊 I終わりの日にj において EoXa'tilr終わりのJといっ形

容嗣が前置され、。nepτfJs'tOQ KOOllOt，l ~ω可s ヨハネ伝 6 ， 51r世の命のためにj、

epxc'tut yapδτoii KOOl昇ouaρxωvヨハネ伝 14，30r世の支配者が来るからですJに

おいて属格 τoiiKOOllOU 世のJが前置されているように。

しかし伺じ 15，8の文中の所有形容詞 Ellolf私のJが前霞されているのは、ど

う説明すべきだろうか。それは KupnovnoλUVと EllOlllU911ταiが対になってい

て、このような場合に語順を入れ替えることはギリシャ人が好む表現方法だと

説明しておこう。すなわち言葉遊びなのである。これは苦しい説明のようだが、

決してそうではない。すなわち、名詞とその修飾語の関係を考えるとき、この

言語では、この節の説明で提示したように、叙述的な語順、すなわち形容詞が

後置される語順が多くの場合に使われることを知っておけばよいのである。た

とえば、次の文も同じである。

IIWS 6uvUtαt avBpωIIOS al1UPτωλos 'tOtUUταOllllClU nOtctV ;ヨハネ伝 9，16)

どうして非のある人がこのょっなしるしを行つことができよフか?

あるいは

qa 
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田町eJ~Jc~.e dSτov naτEpαKal eiS EpE nt豆盟主主主 {ヨハネ伝 14，0

父を信じなさい、そして私を信じなさい、

Ku8φg 由主主~笠l1C O na~TÌp Kayw upaS IiY皇.rrn..oq， (ヨハネ伝 1~， 9)

父が私を愛したように私もあなた方を愛した

このような対比的な語順で形成されている文を抵抗なく、受け入れることが

できるのは、 V+O+S構造を基本構造だと把握しているからではなかろうか。

あるいは、次の文では人称代名詞属格と被修飾名詞の配置の中にペトロの心

の微妙な動き方が感じ取れるような気がする。

ou lloU vin'tctsロo6as;(ヨハネ伝 13，6)

私の足をお洗になるのですか

。凸 pちviql1.lSpouτous no6as eiSτovalφvα{ヨハネ伝 13，8)

絶対に私の足なんかお洗いにならないでくだ事い

KuptC， p内τousno6as ll'OU aλAa KalτaS xcipas Kalτ内vKccpaλ内v.

(ヨハネ伝 13，9)

主よ、足だけでなく手も頭も

さらに、

tav ~àS EvτoAaS lloUτqp向日司τe，l1eivα~e Ev ~百 àyánìJ 110¥t， Ka6ws tyw 

τaS E.vτoλaSτOU naτpos P.OU "tcτ内pIJ.KaKal pevw au"toむEv吋 ayanT.].

{ヨハネ伝 15，10) 

私の命令をあなた方が守るならば、あなた方は私の愛に留まるでしょう。

私が父の命令を守って彼の愛に留まるように。

この文では人称代名詞属格とそれによって修飾される名詞の閑の語I1頂に対比

がみられる。これが抵抗なく、受け入れられるのは名詞+属格の語!債が基本構

造だと把握しているからではなかろうか。

この文はルター訳聖書の 1984年版では次のようになっている。

Wenn出!".meine Gebote haltet， so bleibt ihr in ~'einer Liebe， wie ich 

meines Vaters Gebote halte und bleibe in酒einerLie b e. 
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問題の個所はいずれも同じ所有形容詞が用いられて翻訳されている。しかし

この文中には原典とは呉なる語版のザクセン 2格 meinesVaters Geboteが使

われている。さらにこれは 1979年の統一翻訳 Einheitsuhersetzungのテクス

トでは dieGebote meines Vatersと原典と同じ語l慣である。この問題はドイ

ツ語の通時論的研究の上でも興味をそそられる。

9.4.形容詞の叙述的諮順 形容詞が名詞を修飾する場合、形容詞が後置される

語)11貨を叙述的語順と述べたがこのことをもう少し説明しておこう。

次の例が示すように数詞は前置されることが多い。

OtQKOσiωv OlJYαpiωv apτOt OUK apKOUOW auτoiS ヨハネ伝 6，7)

て百デナリオンのパンでも彼らにはじゅうぶんではない

δS eXet ntv'tc ap'touS Kpt8ivouS (ヨハネ伝 6，9)

かれは大麦入りの五つのパンを持っている

Eytpwav Iiφ5CKαKOψivouS KλuσpaτωV EKτφv IttV'te. ap'tωv 
tゐvKpt8ivc.>V ヨハネ伝 6，13)

大麦入りの五つのパンからのパン屑で十二個の箆を一杯にした

Eλα60vτa[paτ1αα心τOUKαl Enoilloav 'ttooapa ptpl}，ヨハネ伝 19，23)

彼らは上若を奪い、四つに分けた、

これに対して次の例では数詞が後置されている ω

tλnλaKo'tes 0心vωSotaolouS HKOOt né~τ芭内 τptáKOV'tå (ヨハネ伝 6，19)

二十五、三十スタデイオン進んだ頃、

これは数詞に意味の比重があり、従って後賞されている、すなわち叙述的語

l煩がとられている、と説明される。数詞に意味の比重があることは次の例でも

よく示されている u

αvtneoαv ouv O[ av8pωnotτov apt{Jpov ws nev'tαKtσXiλtoi 

(ヨハネ伝 6，10)

人々が席についた、その数五千人ほどが
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号vSt内BI}9aviaEyyuS 'tφv lcpoooλupωvゐSano 0ταSiωv Scxancv'tc. 

(ヨハネ 11.18)

ベーサニアはエノレサレムの近くでおよそ十五スタデイオン離れていた

}1c9・1IPepαsoxτw nahv司oavi!.σωOL }1α9Il'talα心τOUxal 
oωpaS pcτ， auτφv. (ヨハネ伝 20，26)

八日後ふたたび彼の弟子たちは中にいた、そしてトーマスが彼らと

一緒に

そして形容詞が後援されることが多いことは、動詞が多くの場合に有標の語

l頃を示すことが多いことと密接な関連があると思われるの

この問題を属格と被修飾名詞の語順関係で考察してみよう。

Mp.'tIt 't目。'tnanfjλ9cv O lI}oOむSnEpav吋s9aλaOOI}S屯可srαAtAaias

吋STt6eptCt6os.(ヨハネ伝 6，0

その後、イエスはガリラヤ地方のティベリス湖へ立ち去った。

日本語では「ガリラヤ地方のティペリス湖j と一概念で開き手に提示される

が、ギリシャ語ではまず r1甥j という大きな概念を発話し、次に大きな概念「ガ

リラヤ地方jそして fティベリスJと小さな概念が発話される表現方法であり、

これを「叙述的語順jと呼ぶのである。

6ταvτa tStαnavταEx6aAt;l. i!.pnpoogev au'tφv nopeueταt XQlτ& 

npo6aτaα0τ4> axoλou9ei.oτt oLSaow 't1Iv qJωv内vαvτOU..aλλoτpict' 

St 0古pちaKOλou9内oouOtv.àλλdφeú~ovταt an'α0τOU. o'tt OUK 

oLSaowτゐvaAAoτpiωvτ内vqJωv内v.(ヨハネ伝 10，4-5) 

自分のすべての羊を追い出すと、彼は彼らの真っ先に立って進む

そして羊はついて行く、彼の声を知っているからである。よそ者

には決してついて行かず、彼から逃げ出すだろう、よそ者の芦を

知らないからである"

この例では、属格が後置されている「彼の声 lの「彼Iは具体的に前文の羊飼い

を指している。しかし属格が前置されている fよそ者の芦jの「よそ者jは複数形

から分かるように前文の単数の「よそ者j を具体的にさしているのではなく、
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『よそ者j の抽象度の高い f他人の声Jが一概念で提示されている、と説明さ

れる。

指示代名詞の位置に関しでも同じことが言える n

rrlIvτO'tP. lioSずlpivτovapτov'tOUτoV (ヨハネ伝 6.341

つねに私たちにこのパンをお与え下さい

とれに対してこの章の中心的テーマであるパンの比喰の話が終る次の文中の

前置されている指示代名詞 τOU'tovとそれが修飾するパン吋Vap'tovとの結び

つきは固いと主張できるように思われる。

ゐτoφyQVτouτo，vτδviipτov ~向。CL cis:τovαiφvα. (ヨハネ伝 6.58)

このパンを食べる人は永遠に生きるだろう

このことは関係節とそれが修飾する名詞の聞の語順関係(英文法で言うと、

関係代名前と先行詞との語)1頂)にも当てはまる。古典ギリシャ詣でも被修飾名

詞は関係節の前に発話される語順が顕著である。

on iAp.c:'pouvτa oIJ.pciα& 日。i立。討 È{yl~ふvおりCVOUVτωv(ヨハネ伝 6.2)
彼が病人たちにおこなっていたしるし喜子見ていたから

あるいは次のように。

cu8EωS EyEvcτoτonλoiov EnlτlIs YlIs etS内vunlIYOv ヨハネ伝 6.20

すぐに舟はかれらが行こうとしていた土地に着いていた

しかし関係代名詞節の場合でも被修飾名詞が後置される文がときおり見出され

る。

oi ovv avApωnOL ioov'tcS ~ frip(~ôザ OIJ.pciov i!AcYov.... (ヨハネ伝 6.14)

人び左は彼がおこなったしるし脅見て言った

τo'tc llev ~llCWCV ê~' 争司yτ6日中 ÔÚO 相Épas. (ヨハネ伝 11.6)

その時は自分がいた場所に二日間いた

被修飾名詞「しるしJは「彼がおこなった」という関係節の後に位置し、被修

飾名詞 f場所 lは f自分がいた!という関係節の後に位置している内

月
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同じことは分詞匂と被修飾名詞との語順にも言える。

i'pxe'tat ouv eisロo.hv吋SEallapeLas }.eyollEvIJ.V Euiap (ヨハネ伝 4，5)

シュハルと呼ばれるサマリアの町に来る

dλλa arr内λ8evEKei8ev ElS吋vxwpav EYYUS 't1Is EP1IllOU， 

els官。patllAeYOllEVl]yロ6λtV，(ヨハヰ伝 11，54)

そこから砂漠の近くの地方、エフライムと呼ばれる町に立ち去った

4，5の文では分詞句は被修飾名詞ロ6λwの後に置かれ、 11，54の文では被修飾

名詞江oAtvの前に置かれている。そしてこの後者の文は動詞がつねに最後に位

置する日本語を母国語とするわたしたちには非常にわかりやすいのである。そ

してすべて有擦の語順と無擦の語順という統一的原理で説明できると恩われる

のであるがもう少し詳細な記述が必要だと思われるので、ここでは問題を示唆

するだけにとどめておこう。

10.持分法

形容詞などが名詞を修飾する場合に、一つの動詞句の枠の外に置かれる表現

方法が古典ギリシャ語では顕著に見られる。たとえば

ovSe rrvp¥1 IIaτpÓKλOU 主主旦忽主立屯e9VIJ.Kφ'tO~ (イーリアス第 23巻 19 2) 

死んだパトロクロスを焼く火はまだ付けられていなかった。

この文の中でパトロクロスを修飾する l死んだJという分詞は fKaLC'tOで終

っている動詞句の外に置かれている。そして文末焦点の原理から f死んだj に

意味の比震が置かれている、と説明できる。

そしてこれはこの言語のどの時代の言語表現でも顕著に現れるので、これを・

一つの構造的要因だと把握し、 f古典ギリシア語の EIvat(be動詞)の用法につ

いての一考第J14)の中で『イーリアス』第 23巻、へロドトス『歴史』第 8巻

を一つの資料体として調べ、下記の表を調査結果として得た。

イーリアス第 23巻

へロドトス第 8巻

形容詞一名詞|名詞ー形容詞

ヨハネ伝の分析しているこの箇所では次の表現をこの構造で捉えることがで
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1'<る。

Kui yap o rru吋ρτOW仇 OUs包盟主τOusrrpOOKUVOUVτus mhov 2il 

すなわち父はこのような礼拝者を探しているのです

これl士重要な構文なのでヨハネ伝の別の笛所からの例を挙げておこう n

内yapoáp~ lloU 品。抱包'tw BpφOtS， Kuiτδulpn 

llOU aAI1G加担旦主 rrOots.(ヨハネ伝 6.附

すなわち、私の肉は真の食べ物であり、私の血は真の飲み物だからです。

11 (+)mの構文、すなわち直接目的語と間接目的語をとる 3項動詞でしばしばみ

ろれるこの構文は今分析しているこの個所ではたまたま見出されなかったのし

かしこれも重要な構文の一つなのでヨハネ伝の別の個所からの例を挙げておご

つ内

rroλλa Epyu KuAa堕旦註句liveK .Wu rruτ.pò~ 10，il2 

父からのたくさんの美しい業をあなた方に示した

EioぬSon rrav'tu些盆盟主α心τφOrru't1Ip EiSτaS Xeipu~ 13，3 
父がすべてを彼の手に与えたのを知って

Ev'to川VKUWijV邑邑匹。lliv13，34 

新しい戒律をあなた方に与える

Tauτロ主主主主主且基旦 Ullivrrαp' upiv llEVωv. 14，25 

私はあなた方の問にいて、あなた方にこのようなことを述べた

Eipi]VI1V盟国且 Ulliv，cip内vI1V吋VtllijV包白血印iv.14，27 

'JL安をあなた方に残しておく、私の平安をあなた方に与える

12.古典ギリシャ語の構文は以上観察してきたように動詞で始まる動詞句、(+)、

すなわち有標の語l民と動詞で終る動詞旬、(ー)、すなわち無擦の語11院を英文法の

術語としての基本橋文としてとらえることができる。

どの場合に有標の語順(+)となり、どの場合に無標の語順(ー)となるかは一言

-39-



では言えないけれども、人称代名詞主格を動詞句の中で必ず用い、消失した時

制を複合時制で表現しなければならなくなり、定動詞句がいたずらに長くなり、

その語傾を固定する必要が生じたグルマン語において、ドイツ語は、主節では

動詞が二番目に位置し、従属節および不定詞句においては動詞が最後に位置す

るという固い語順規則を獲得した。しかし、命令文、疑問文、 wennが用いら

れない条件文において定動詞が句頭に位置すること、あるいは人称語尾が残っ

ているために会話では人称代名詞主格が脱落し、定動認で発話が始まる定動詞

句が時折見いだされるなど、書き言葉が阜く確立したために古い段階のイン

ド・ヨーロッパ語の構文論上の特徴をよくとどめている。こうした事柄がこの

問題を考察する一つの指針となる私のと思われる。

『古典ギリシア語の構造についての一考察~ 15)の中では、イソップ寓話を資

料体として調査して、その冒頭部において動詞が最後に位置することが多いこ

とを指摘し、話し手が開き手と対持している発話状況という観点から説明した。

'Ev nn  OiKit;t noAAoi llUCS IlQ旦 (I 3) r猫と鼠たち」

ある家にたくさんのねずみがいました

この観点からの考察も間違っていなかったと私は確信している。そして圧倒

的に多くの有襟の語順で記述されているヨハネの文の流れの中で、十字架にか

けられたイエスの衣服の処分をする兵士たちの行動を記述した節が終る次の無

標の語順の文はこのことを考慮に入れるとき、きわめて印象的である。

Oi llEV o¥iv (Jτpap凶 ταLτωτaEn豆盟旦y・ (ヨハネ伝 19，24)

共土たちはこのようなことをしたのであった ω

次の文は現代ドイツ語において従属節において定動認が文末におかれるとい

う固い規則へと発展するその構造的原理を推測させる。

EllclS VOllOV EXOllCV Kαi Kaτa 'tOV VOllOVδψciλet emo8αveiv 

onuiδV 8eou Eαu'tδV En01Ilσev. (ヨハネ伝 19，7)

われわれには法律があり、その法律によると彼は死ぬべきな

のですの自分を神の子にしたのだから。

そして時制、人称、態、法概念がすべて動詞の語尾で表されている古典語を

学習するさい、動詞の位霞に特別な注意を払わねばならないことは当然ではな

かろうか。
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たとえば

ゐλnp.savωvavτtvU IIEP.WωEp.I':λup.savC¥. O 6I': Ep.Eλup.savωv 

λαp.savc¥τδv IIEpwuv'ta p.c. ヨハネ伝 13.20)

私が送ろう人を受け入れる人は私を受け入れるのであり、私を

受け入れる人は私を送った人を受け入れるのである。

このような文を瞬間的に理解できるのは、

。主旦且E盆主(i)V

av'ttvαIIE旦辺旦

tp.t Aa且笠盆主互主

O 6t Ep.主担且E位旦工

担凶主主L

τδVII包型盟主立p.c

と瞬間的に分析できるからではなかろうか。

P 

F(ー)

F(ー)

p(ー)

F (+) 

P (+) 

また動詞の位置の説明だけで、しかもその語順に細心の注意を払うように教

えながら、現代ドイツ語の基本構文をわずか一年間の学習で習得させ、二年目

からは普通の読み物を教材として使用できるようにしている「現代ドイツ語文

法j の記述は非常にすぐれた記述の仕方であると言えるだろう。

13.有擦の語l闘と無擦の語版の問題は言語理論的には現代のドイツ言語理論の

中で論じられることの多い動詞の結合価の理論と結びつくと思われる。すなわ

ち fあげよう」と発話されると、一瞬間き手は「誰に何をJを予測する。「君に

あげよう」と発話されると、一瞬間き手は f何をJを予測する。その空位とな

ったところへ「君に立派な贈り物をj、「金の杯をJと発話されるので、きわめ

て明際かっ確実に情報が伝達される。無標の語順はその空位を使わない発話で

ある。ここではそれを示唆するだけにとどめておこう。 く完>

1l r言語文化研究』広島大学総合科学部紀要 V、第 11巻 1985，pp.R2ー 101
2 )どの言語でもテー"7Themeは発話の最初に位置することが多いが、この言語ではそれは義務規

則ではなく、定動詞で発Z還を開始することが基本偶文であることを、ヨハネ伝 18章のl)(.の立はよ
〈示している.

自のnt'，AF行AFn白、vtI宵のλ{，肝，川.1心μivτ凸vpαUlλtaτφv10νbαiωv; 

40 iκI.'oyαuav。凸vπdλt山v Atyovτεc.ド内 τ。0τ。vaλAa
iov Bα官ap担av.主主[bt6 BαQαppac A'lστ時4・
もし望むなら.おまえたちにユダヤ人の玉を釈放してやろうか?

かれらはふたたび叫んで言った a この努ではな〈、バラパスを.
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パラパスは盗lI1lだった.

3) Wttm学倫滋一関本 蚕先生古締記念険文集ーJ1983 pp.232-28(' 
川肉上 p.242

5) rttm文化研究』広島大学終合将学総紀要 V郊 14@，pp.290"30G 
G) 広島ドイツ文学J(広島独文学会】 Vol.G，1990， pp.17-32 

71 r哲郎文化研究』広島大学給合科学郎紀!ll!V、!Il1 3 @ 1987， pp.324-349 
8) r宮)11 守先生御滋官:a念 宮路学鈎文集J1996. PP.179-193. 
9) rプロピレアJ!Il 8号， 199G， pp.I-14， 
10) r宮m文化研究』広島大学総合将常節紀!ll!V第 10巻、 1984，pp.212 -232， 
l¥l向上 p.213

¥2)向上 p.224

13) rプロピレアJ!Il2号， 1990. pp.12-27. 
14) r宮跨文化研究S広島大学総合科学郎紀要V第 12@ W!l6， pp.22i 
u】 rttm学鎗積一関本 窓先生古総記念治文集-J1983， pp.244 
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Zum Problem des Satzbaus im Altgriechischen (2) 

Toshiyuki TAKESHIMA 

Am Anfang hae ich die Sätze in den Versen 1 - 30 des vierten Kapitels des 

~vangeliums nach Johannes meiner analytischen Methode nach analysiert, die 

darin besteht, dass man die Sätze nach der Stellung des Verbs analysiert. lJ.h. 

wenn das Verb am Anfung ausgesprochen wird, stellt man dies mit einem (+) 

dar, wenn das Verb am t;nde ausgesprochen wird, stellt man mit einem (-) dat" 

und wenn das Verb an der MittelsteIlung ausgesprochen wird, stellt man dies 

mit einem (+)m dar. lJann habe ich die analysierten l:iätze den folgenden 

Problemsetzungen nach eingeteilt und klassifiziert. Das sind .3. 

Daseinssatz","4. V+Q+S Satzbau", .5. V+S Satzbau", .6. der Nominativ db" 

Personenpronemens", ,,7. Kettenverb", ,,8. Futur", ,,9. die Verhältnisse zwischen 

J:Sestlmmungswörtern, AdJektiven, liemtlvtorm des Hauptworts und 

bestelmmtem Hauptwort", ,,10. das Hyperbaton", .11. Verb in d". 

MittelsteIlung"" 

Am ::>chlulJ habe ich folgendes behauptet. lJen ::>atzbau im AltgnChlSCh,," 

betreffend kann man einen Satz, in dem das Verb an der Anfangsstelle steht 

und auch einen ::;atz, in dem das Verb in der ~ndstellung steht, als einen 

grundsätzlichen l:iatzbau auflassen. Und man bezeichnet jenen als eil .. , 

markierte Wortstellun (+), diesen als eine unmarkierte Wortstellung (-). 

Man kann die markierte Wortstellung und die unmarkierte Wortstellung nicht 

eindeutig definieren. In diesem Fall kann man die deutsche Sprachgeschichte 

in Betracht ziehen. In den germanischen Sprachen hatten alle Wörter den 

Wortakzent in der Anfangsstellung. Infolgedessen wurde die Aussprache der 

EndsteUung der Wörter schwach und unklar. Damit hatten die Wörter die 

wichtigen l'·unktionen verloren, die in der Wortendung bezeichnet worden 

waren. Das Verb hatte die Funktionen der Bezeichnung der Tempora und der 

persönlichen Verhältnisse verloren. Diese Funktionen wurden durch das 
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zusammengestzte Tempus und das Personalpronomen dargestellt. 

Infolgedessen wurden die Sätze länger und man mußte unbedingt die 

Wortstellung festsetzen. Im Deutschen gilt als festgesetzte Regel der 

Wortstellung, daß im Hauptsatz das Verb an der zweite Stelle steht, im 

Nebensatz das Verb am Ende und im Infinitiv das Verb ebenfalls am Ende steht. 

Ferner steht das Verb im Frage' und Konditionalsatz am Anfang. Man kann 

behaupten, daß die Anfangsstellung und die Endstellung der markierten 

Stellung und der unmarkierten Stellung im Altgriechischen entsprechen. 

Deshalb kann man sich Beschreibungsweise der deutschen Grammatik zum 

Vorbild nehmen, in der man nur nach der Stellung des Verbs den Satzbau 

erklärt und lehrt, um den Satzbau des Altgriechischen zu erklären. 
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